
市
教
委
は
、
豊
中
市
に
首
席
・

指
導
教
諭
と
よ
ば
れ
る
「
新
た

な
職
」
を
位
置
づ
け
る
提
案
を

し
て
き
て
い
ま
す
。

市
の
提
案
理
由

・
国
の
学
校
教
育
法
が
変
え
ら
れ
た
こ

と
。
（
08
年
4
月
施
行
）

・
府
の
制
度
と
し
て
首
席
・
指
導
教
諭

が
つ
く
ら
れ
、
特
2
等
級
の
給
料
表
が

適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
う
し
て
、
学
校
運
営
体
制
・
機
能

の
充
実
を
は
か
る
た
め
首
席
、
「
教
員

の
育
成
、
研
究
・
研
修
支
援
」
を
行
う

た
め
に
指
導
教
諭
等
を
設
け
る

と
し
て
い
ま
す
。

中
間
管
理
職
と
な
り
現
場
を
さ

ら
に
管
理
・
強
化
す
る
危
険
性

府
教
委
は
首
席
・
指
導
教
諭

は
「
中
間
管
理
職
で
は
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
「
今
後
の

学
校
運
営
組
織
の
あ
り
方
懇
談

会
」
の
答
申
（
平
成
17
年
3
月
）

で
は
、
首
席
は
「
副
教
頭
」
と

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
改
悪
さ
れ
た
学
校
教

育
法
で
新
た
な
職
の
「
主
幹
教

諭
」
「
指
導
教
諭
」
は
中
間
管

理
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
首
席
・
指
導
教
諭
が

中
間
管
理
職
の
役
割
を
担
う
よ

う
な
動
き
が
強
め
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
首
席
」
は
現
場
に
必
要
か
？

現
在
、
定
数
内
の
「
首
席
」

に
週
10
時
間
の
非
常
勤
講
師
を

つ
け
て
い
ま
す
（
大
阪
府
）
。

学
校
教
育
法
「
改
正
」
に
と
も

な
っ
て
、
首
席
配
置
等
の
予
算

化
が
な
さ
れ
、
定
数
外
で
配
置

さ
れ
る
こ
と
も
今
後
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
な
っ
て

も
私
た
ち
教
職
員
の
願
う
職
場

の
多
忙
化
解
消
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
く
、
学
校
評
価
制
度
づ

く
り
や
道
徳
教
育
推
進
な
ど
国
・

文
科
省
の
考
え
る
教
育
「
改
革
」

推
進
の
仕
事
を
担
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
（
2
面
へ
）

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００８年５月7日

NO、４１７

とよなか
全教豊中教職員組合

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/

現場が求めているのは

首席・指導教諭ではない！
首席― 校長の学校運営を助け、命を受け、「教職員のリーダー」？

指導教諭―「教職員の指導力の向上を図る」？

導入すすめる「学校管理運営規則」改悪を提案―市教委



橋
下
知
事
が
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
る
方
向
は
、
負
担
を
府

民
に
お
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
財
政
危
機
の
打
開
」
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

財
政
危
機
の

原
因
に
目
を
む
け
ず

府
が
な
ぜ
、
財
政
の
危
機
的

な
状
況
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
分
析
な
し
に
計
算
上

の
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
知
事
は
国
の
地

方
交
付
税
削
減
や
国
民
負
担
増

に
は
も
の
を
言
わ
ず
、
こ
れ
ま

で
の
大
型
開
発
の
見
直
し
も
あ

い
ま
い
な
ま
ま
で
す
。

各
層
で
「
財
プ
ロ
試
案
」

反
対
の
運
動
が
広
が
る

大
阪
文
化
を
守
れ
！

○
漫
才
師
の
喜
味
こ
い
し
さ
ん

ら
は
、
「
ワ
ッ
ハ
上
方
の
存
続

を
求
め
る
上
申
書
」
を
知
事
に

提
出
し
、
署
名
活
動
に
も
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

○
セ
ン
チ
ェ
リ
ー
交
響
楽
団
を

応
援
す
る
会
の
署
名
7
万
筆
を

こ
え
て
集
約
。

○
「
府
立
の
施
設
を
考
え
る
府

民
の
会
」
の
結
成
（
4
月
23
日
）
、

大
阪
文
化
財
と
博
物
館
を
考
え

る
集
い
」
（
5
月
18
日
開
催
）

な
ど
、
大
小
様
々
な
府
民
か
ら

の
運
動
が
進
み
だ
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
も
行
動
す
る
！

4
月
20
日
、
高
校
生
が
「
大

阪
の
高
校
生
に
笑
顔
を
く
だ
さ

い
の
会
」
を
結
成
。
2
千
枚
を

目
標
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

集
め
て
知
事
に
届
け
る
行
動
を

展
開
。

教
育
守
れ
の
大
運
動
を
！

小
1
・
2
年
の
35
人
学
級
の

廃
止
ス
ト
ッ
プ
は
焦
眉
の
課
題

で
す
。
急
速
に
35
人
学
級
を
守

れ
！
の
声
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

橋下知事 の「財プロ試案」――

これでは府民の期待にこたえることはできない

「元気な大阪」をつくる府民生活まもる
府民運動を急速に、さらに大きく

（
１
面
の
続
き
）

定
数
内

授
業
軽
減
も
な
い

「
指
導
教
諭
」

「
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を

図
る
」
と
す
る
指
導
教
諭
は
定

数
内
で
授
業
軽
減
も
あ
り
ま
せ

ん
。
選
ば
れ
た
本
人
に
と
っ
て

過
重
な
負
担
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
他
の
教
員
に
校
務
分
掌
な

ど
し
わ
寄
せ
が
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
教
育
現
場
の
多

忙
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

必
要
な
の
は
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ

を
小
さ
く
し
、
教
職
員
数
を

増
や
す
こ
と



4
月
21
日
～
28
日
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労
働
機
関
）
と
ユ
ネ
ス

コ
が
日
本
へ
調
査
団
を
派
遣
し
、

東
京
で
文
科
省
・
全
教
・
日
教

組
・
都
教
組
等
、
そ
し
て
、
大

阪
・
香
川
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
調
査
団
の
来
日

は
、
02
年
に
全
教
が
日
本
政
府

の
「
指
導
力
不
足
教
員
」
政
策

と
新
教
職
員
評
価
制
度
（
大
阪

の
「
評
価
育
成
シ
ス
テ
ム
」
）

に
つ
い
て
、
『
教
員
の
地
位
勧

告
』
を
遵
守
し
て
い
な
い
と
申

し
立
て
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

調
査
団
の
目
的

日
本
の
遵
守
さ
れ
て
い
な
い

問
題
の
解
決
に
向
け
た
提
案
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
11
月

頃
に
報
告
書
が
出
さ
れ
る
予
定

で
す
。

調
査
団
は
な
ぜ
、

派
遣
さ
れ
た
の
か
？

①
調
査
団
派
遣
の
仕
組
み
は
２

０
０
０
年
度
に
導
入
。
重
大
な

状
況
の
時
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
。

②
02
年
の
全
教
の
申
し
立
て
以

降
の
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
勧
告
に
も
か

か
わ
ら
ず
改
善
が
進
ま
な
い
こ

と
を
憂
慮

③
史
上
初
め
て
の
調
査
団
派
遣

は
世
界
的
な
共
通
問
題
と
し
て

（
新
自
由
主
義
的
教
育
改
革
に

よ
り
教
員
の
地
位
低
下
を
憂
慮

し
て
い
る
）

『
教
員
の
地
位
勧
告
』

１
９
６
６
年
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス

コ
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
教
師
の
権
利
と
責
任
、

教
育
諸
条
件
な
ど
、
教
員
の
地
位
に

関
わ
る
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
大
切
な
も
の

と
考
え
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
教
師
の
地
位
を
確
立
し
て
い

く
べ
き
と
い
う
視
点
で
体
系
的
に
整

備
さ
れ
国
際
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
セ
ア
ー
ト
）

『
教
員
の
地
位
に
関
す
る
』
が
各
国

で
適
用
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
き

ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

監
視
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
共
同
専
門

家
委
員
会

26
日
、
大
阪
で
全
教
主
催
の
教
職

員
人
事
政
策
の
抜
本
的
転
換
を
め
ざ

す
西
日
本
学
習
交
流
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

日
本
の

「
教
員
の
地
位
」
は
国
際
基
準
以
下
！

来
日

Ｉ
Ｌ
Ｏ

ユ
ネ
ス
コ
調
査
団
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）



天
竺
川
と
い
え
ば
「
唐
・
天

竺
」
（
中
国
・
イ
ン
ド
）
を
思

い
浮
か
べ
る
、
カ
ッ
コ
イ
イ
地

名
で
あ
る
。
「
大
阪
府
の
地
名
」

（
平
凡
社
）
に
は
「
流
域
に
あ
っ

た
天
竺
山
石
蓮
寺
」
に
由
来
す

る
と
い
う
が
、
根
拠
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
石
蓮
寺
は
江
戸
時

代
の
村
の
名
（
現
：
若
竹
町
）

で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
、

天
竺
川
に
か
か
る
西
願
寺
橋
・

長
興
寺
村
な
ど
寺
に
か
か
わ
る

地
名
が
数
々
あ
り
、
戦
国
時
代

に
焼
亡
し
た
と
い
う
く
ら
い
の

伝
説
し
か
な
い
。

「
地
名
用
語
語
源
辞
典
」
な

ど
、
地
名
学
的
分
析
は
、
短
絡

に
イ
ン
ド
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
戒
し
め
て
い
る
。
「
天
」
は

て
っ
ぺ
ん
・
高
い
所
を
意
味
し
、

「
竺
」
は
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
か
ら

転
じ
た
湿
地
・
沼
地
を
さ
す
と

い
う
。
高
い
所
か
ら
水
が
流
れ

き
て
洪
水
に
な
り
や
す
く
、
水

は
け
の
わ
る
い
所
を
い
う
。
天

竺
川
流
域
そ
の
も
の
で
は
な
い

か
。天

竺
川
の
源
は
上
新
田
の
奥

に
あ
り
、
中
世
ま
で
は
秘
境
で

あ
っ
た
。
（
新
田
は
近
世
に
開

発
さ
れ
た
田
地
）
熊
野
田
の
二

ノ
切
あ
た
り
で
深
い
谷
を
つ
く

る
。
（
旧
豊
中
市
史
で
は
、
二

ノ
切
の
地
名
を
古
代
条
里
制
の

遺
称
と
し
て
い
る
が
、
二
の
谷

と
い
う
意
味
で
条
里
と
は
関
係

な
い
。
熊
野
田
の
開
発
は
中
世

で
、
熊
は
隅
（
ス
ミ
）
の
方
、

奥
の
方
、
野
田
は
開
発
さ
れ
た

田
を
意
味
す
る
。
熊
野
田
遺
跡

は
考
古
学
上
室
町
以
後
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
）

八
坂
橋
で
兎
川
と
合
流
し
長

興
寺
の
谷
（
現

夕
日
丘
。
こ

の
地
は
深
い
粘
土
層
で
、
長
く

沼
地
で
あ
っ
た
）
西
側
に
堤
防

が
造
成
さ
れ
、
一
直
線
に
南
流

す
る
。

三
国
の
洲
で
西
流
菰
江
（
三

和
町
）
洲
到
止
（
千
成
町
）
を

経
て
、
神
崎
川
に
流
入
し
て
い

た
が
、
今
は
三
国
の
洲
を
開
き

神
崎
川
に
直
流
し
、
旧
川
跡
は

神
崎
刀
根
山
線
道
路
と
な
っ
て

い
る
。

江
戸
時
代
の
様
子
を
「
豊
嶋

郡
誌
」
（
元
文
元
・
一
七
三
六
）

は
「
沙
（
砂
）
川
ナ
り
常
水
ナ

シ
、
水
源
ハ
島
下
郡
上
新
田
ノ

山
中
ヨ
リ
出
テ
小
曽
根
郷
ト
椋

橋
ノ
荘
ト
ノ
間
ニ
至
ッ
テ
大
河

二
入
ル
。
」

「
摂
陽
群
談
」
に
は
「
同
郡

上
津
島
椋
橋
村
に
あ
り
。
此
川

常
に
水
な
く
し
て
、
平
沙
渉
り

狭
く
、
行
程
数
百
歩
に
続
く
。

引
て
天
河
に
喩
之
。
雨
降
水
流

れ
て
は
、
神
崎
の
大
川
に
落
る

所
也
。
」

「
摂
津
名
所
図
会
」
（
寛
政
八
・

一
七
九
六
）
に
は
「
常
に
は
水

な
く
し
て
平
沙
永
く
連
り
千
歩

に
及
ぶ
故
に
天
竺
川
の
俗
称
な

り
。
」
と
い
う
。

ど
う
も
、
唐
・
天
竺
と
は
関
係

な
さ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
ま
ち

豊
中
の
歴
史

地
名
が
語
る
２

「

天
竺
川
」

高
市

光
男
（
元
豊
中
市
・
校
長
）

左 兎川 右 天竺川（八坂橋から）


